
 

 

 

 

医療の提供について 

（「総合的な医療提供体制の確保」関係） 

参考資料３ 

平成 23 年 3 月 31 日 

第４回エイズ予防指針 

作 業 班 資 料 



普及啓発及び教育

《国が中心となる施策：一般的な普及啓発》
・ ＨＩＶ/エイズに係る基本的な情報・正しい知識の提供
・ 普及啓発手法の開発、普及啓発手法マニュアル作成

《地方自治体が中心となる施策：個別施策層に対する普及啓発》
・ 青少年、同性愛者への対応

検査相談体制
の充実

《国が中心となる施策：検査相談に関する情報提供》
・ ＨＩＶ検査普及週間（毎年6/1～7）の創設
・ 検査手法の開発、検査相談手法マニュアル作成

《地方自治体が中心となる施策：検査・相談体制の充実強化》
・ 利便性の高い検査体制の構築（平日夜間・休日・迅速検査等）
・ 年間検査計画の策定と検査相談の実施

医療提供体制
の再構築

《国が中心となる施策：新たな手法の開発》
・ 外来チーム医療の定着
・ 病診連携のあり方の検討

《地方自治体が中心となる施策：都道府県内における総合的な診療体制の確保》
・ 中核拠点病院の整備を始めとした都道府県内における医療体制の確保
・ 連絡協議会の設置等による各病院間の連携支援

エイズ予防指針の３本柱
◆ 我が国のＨＩＶ･エイズ対策は、感染症予防法に基づき策定された「エイズ予防指針」(平成18年改正)に基づき実施

◆ 「エイズ予防指針」の基本的な考え方（①疾病概念の変化に対応した施策展開 ②国と地方公共団体との役割分担

の明確化 ③ 施策の重点化）に基づき、以下の施策を実施

○ 普及啓発等施策の実施におけるＮＧＯ等との連携強化
○ 関係省庁間連絡会議の定期的な開催による総合的なエイズ対策の推進
○ 感染者・患者数の多い都道府県等(１７地方公共団体）への重点的な連携

施策の実施を支える新たな手法

地方自治体におけ
る青少年エイズ対策
／教育ガイドライン

主任研究者
京都大学大学院
医学研究科助教授
木原雅子

男性同性間の
ＨＩＶ感染対策に
関するガイドライン

主任研究者

名古屋市立大学大
学院
看護学研究科教授
市川誠一

外国人医療相談ハ
ンドブック
ーHIV陽性者療養支
援のためにー

主任研究者
山梨学院大学
経営情報学部教授
仲尾唯治

エイズ予防情報ネット（API-Net）
（http://api-net.jfap.or.jp/）に掲載

○各地方自治体のＨＩＶ・エイズ対策を効果的に支援するため、
厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業において、下記のマニュアルを作成

ＨＩＶ検査相談の
説明相談の事例集

主任研究者
神奈川衛生研究所
所長
今井光信

ＨＩＶ診療における外
来チーム
医療マニュアル

主任研究者

独立行政法人国立病院
機構大阪医療センター
HIV/AIDS先端医療
開発センター長
白阪琢磨

地方自治体の
エイズ啓発

プログラムのための
ガイドライン

主任研究者
京都大学大学院
医学研究科教授
木原正博



○ 拠点病院との連携及び自治体間のエ
イズ対策向上を図るための推進協議会
を設置
○ 原則として、各都道府県に１つ設置
○ 各都道府県の高度なＨＩＶ診療（専
門外来、入院、カウンセラー、全科対
応）を行う。
○ 拠点病院に対する研修事業の受託
○ 医療情報の提供

医療提供体制の再構築
ＡＣＣ（国際医療センターエイズ治療・研究開発センター）

指導・協力

全国８ブロック ４７ 都 道 府 県

地方ブロック拠点病院

○ 各ブロック内のエイズ医療の水準の
向上及び地域格差の是正に努める。

８ブロック１４か所
目 的

○ 各ブロックの代表的な病院
（各ブロックに１つ又は複数設置）
○ 高度なＨＩＶ診療（専門外来、入
院、カウンセラー、全科対応）の提
供
○ ブロック内の拠点病院等医療従事
者に対する研修
○ 医療機関及び患者・感染者からの
診療相談への対応等の情報提供

主な機能

指導・協力

連

携

○ 中核拠点病院を中心としたＨＩＶ医
療体制の再構築
○ 拠点病院に対する中核拠点病院によ
る集中的支援
○ 都道府県に原則１か所

あり方
拠点病院から選定

主な機能

中核拠点病院（Ｈ18創設） エイズ治療拠点病院

３８１か所

○ エイズに関する総合的
かつ高度な医療の提供

目 的

○ 総合的なエイズ診療の
実施

○ 情報の収集、他の医療
機関への情報提供

○ 地域内の医療従事者に
対する教育及び歯科診療
との連携

主な機能

連

携

地方ブロック
拠点病院
〔１４カ所〕

中核拠点病院
〔各都道府県〕

エイズ治療
拠点病院

支援

ＡＣＣ
国のＨＩＶ治療の
中核的医療機関

支援

１ 高度なＨＩＶ診療の実施

２ 必要な施設・設備の整備

３ 拠点病院に対する研修事業及び医療情報の提供

４ 拠点病院等との連携の実施

①エイズ治療拠点病院整備事業
（都道府県、市町村、公的医療機関
医療法人等の非営利法人）

重点
配分中核拠点病院の機能

エイズ対策
推進協議会等

選
定

都道府県

連絡協議会（一般・歯科医療機関含む）

研修計画

委
託

関与

医師会・ブロック拠点病院・
患者等の意見聴取

歯科医師会との連携

中核拠点病院を中心とした医療体制の再構築

国

連携

支援

②エイズ対策促進事業
（都道府県、政令市、特別区）

厚生労働省

①

①②

配分



Ａ 県 ・エイズ治療拠点病院等連絡協議会の設置・運営

Ｂ 県
・エイズ治療拠点病院や患者及びその家族に対する派遣カウンセラー事業を中核
拠点病院に委託

Ｃ 県
・中核拠点病院からの依頼により、県が雇用するカウンセラーを派遣
・エイズ診療経験の共有化を図り、エイズ治療拠点病院・一般医療機関・その他
医療従事者間のネットワーク化を図るため、症例懇話会を開催

Ｄ 県

・県内のエイズ治療拠点病院を対象にエイズ医療体制及び医療水準の向上に関す
る研修会を実施を中核拠点病院に委託

・エイズ医療体制及び医療水準の向上に関する対策の検討とその基礎となる資料
の収集に必要な調査事業の実施を中核拠点病院に委託

Ｅ 県 ・中核拠点病院においてエイズ診療に携わる医療従事者を学会等各種研修に派遣

Ｆ 県
・エイズ治療拠点病院を技術支援する役割を担う体制を強化するため、中核拠点
病院の医療従事者をＡＣＣが開催する研修に派遣

Ｇ 県
・エイズ治療拠点病院の医療従事者等に対する各種研修の実施やＨＩＶ診療・ケ
アに関する情報提供、エイズ治療拠点病院以外の医療関係者に対する普及啓発
活動を中核拠点病院に委託

Ｈ 県 ・高等学校において、エイズ関連の出前授業を実施

都道府県における中核拠点病院を対象とした主な施策
（エイズ対策促進事業）



エイズ対策促進事業補助金・特定感染症検査等事業補助金
実績額（総事業費）の年次推移
（平成18年度～平成21年度）億円

地方公共団体に対するモニタリング

都道府県における医療提供体制の整備状況
（平成18年度～平成21年度）

都
道
府
県
数

（注）「連絡協議会」とは、中核拠点病院がエイズ治療拠点病院等との連携を進めるために設置するものである。構成については、
一般医療機関や歯科医療機関との連携が図られるような委員の選任に配慮することとしている。

（注）



（厚生労働科学研究費補助金）

１　指定型研究

研  究  課  題  名
研 究 代 表 者

（ 所 属 機 関 ）
研 究 年 度

ＨＩＶ診療支援ネットワークを活用した
診療連携の利活用に関する研究

菊池　嘉
（国立国際医療研究センター）

平成20年度～22年度

ＨＩＶ感染症の医療体制の整備に関する
研究

山本　政弘
（九州医療センター）

平成22年度～24年度

ＨＩＶ・ＨＣＶ重複感染血友病患者の長
期療養に関する患者参加型研究

山下　俊一
（長崎大学）

平成22年度～24年度

２　一般公募型研究（臨床医学）

研  究  課  題  名
研 究 代 表 者

（ 所 属 機 関 ）
研 究 年 度

ＨＩＶ関連Lipodystrophyの克服に向けて
秋田　定伯
（長崎大学）

平成20年度～22年度

血友病とその治療に伴う合併症の克服に
関する研究

坂田　洋一
（自治医科大学）

平成21年度～23年度

ＨＩＶ感染妊婦とその出生児の調査・解
析および診療・支援体制の整備に関する
総合研究

和田　裕一
（仙台医療センター）

平成21年度～23年度

安全な生殖補助医療を行うための精液よ
りのＨＩＶウイルス分離法の確立

田中　憲一
（新潟大学）

平成21年度～23年度

血液製剤によるＨＩＶ／ＨＣＶ重複感染
患者に対する肝移植のための組織構築

兼松　隆之
（長崎大学）

平成21年度～23年度

ＨＩＶ感染症及びその合併症の課題を克
服する研究

白阪　琢磨
（大阪医療センター）

平成21年度～23年度

日和見感染症の診断／治療およびそれを
端緒とするＨＩＶ感染者の早期発見に関
する研究

安岡　彰
（長崎大学）

平成21年度～23年度

多施設共同研究を通じた新規治療戦略作
成に関する研究

岡　慎一
（国立国際医療研究センター）

平成22年度～24年度

ＨＩＶ感染症に合併するリンパ腫発症危
険因子の探索と治療法確立に向けた全国
規模多施設共同研究の展開

岡田　誠治
（熊本大学）

平成22年度～24年度

ＨＩＶの構造、増殖、変異に関する研究
佐藤　裕徳

（国立感染症研究所）
平成22年度～24年度

国内で流行するＨＩＶ遺伝子型および薬
剤耐性株の動向把握と治療方法の確立に
関する研究

杉浦　亙
（名古屋医療センター）

平成22年度～24年度

（注）一般公募型研究（基礎医学）及び若手育成型研究を除く。

医療の提供に関する研究班


